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一部事務組合の施設更新について 

 

1 多摩清掃工場（多摩ニュータウン環境組合）施設老朽化対応について 

八王子市、町田市、多摩市で構成される多摩ニュータウン環境組合が管理・運営する多摩清掃工場の施設老朽化が進む 

中、「安定的な処理を継続するための整備が必要なこと」・「整備にあたっては効果的かつ効率性が求められること」から 

新たな施設の整備を検討している。 

（１）新施設建設時期   

   令和 15年度(2033年度)～令和 18年度(2036年度)に、新焼却施設を稼働できる時期とし、具体的な稼働開始時期 

は令和 6年(2024年)３月までに決定する。 

（２）処理能力等 

処理能力は処理区域による将来人口とごみの発生量に加え、災害時に想定されるごみ量を加味して設定する。環 

境負荷の低減、廃棄物エネルギーの活用、災害に強い施設とする。 

 

＜多摩清掃工場施設概要＞ 
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2 エコセメント化施設更新工事基本計画の概要 

多摩地域２５市１町より構成される東京たま広域資源循環組合が管理を行うエコセメント化施設では、各市の焼却灰を 

セメントの原料へと資源化を行っている。令和 7年度（2025年度）に 20年間のＤＢＯ方式による運営期間が満了となる 

ため、以下の内容で施設の更新工事を行う。 

(1)基本的な方針 

①更新工事竣工後 20年間安定稼働が可能な設備更新 

②焼却残さ埋立ゼロの継続 

③工事期間中のエコセンメント事業の継続 

④CO2排出量の削減 

⑤災害対応力の強化 

(2)施設規模 

  年間焼却残さ処理量 75,000 t/年 

(3)工事期間 

 令和８年度～令和 12年度とし、各年度の工事期間を 100日以内とする。 

(4)事業方式 

 ＤＢＯ方式 

(5)概算工事費 

 50,000,000千円（25市 1町にて負担） 

 

＜エコセメント化施設概要＞ 


